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本研究では，2004 年から 2023 年までの定時制・通信制高校での心理教育プログラムの実践研究について概

観した。その結果，定時制・通信制高校での心理教育プログラムの実践研究には，主に対人関係スキルの育成，

ストレスマネジメント，構成的グループエンカウンターによる実践が行われていることが示された。また，そ

れぞれの実践の特徴をまとめ，定時制・通信制高校での実践を行う上での工夫について考察した。 
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問題・目的 

 
 定時制・通信制課程の高等学校（以下，定時制・通

信制高校）は，もともと就業などによって全日制高等

学校（以下，全日制高校）に進学できない勤労青少年

の教育機会を提供するために，昭和 23 年に発足した

制度である（文部科学省，2020）。しかし，平成 29
年度の調査（全国高等学校定時制通信制教育振興会，

2018）によると，定時制・通信制高校全体での就業

状況は，正社員と契約社員を合わせても 5.0％前後と

なっており，定時制・通信制高校に通う勤労青年は大

幅に減少している。その一方で，全日制高校からの

転・編入学者，不登校・中途退学経験者や特別な支援

を要する生徒といった多様な課題を抱えた生徒が多

く在籍するようになっている。全国高等学校定時制

通信制教育振興会（2018）によると，定時制・通信

制高校において，小中学校及び前在籍校での不登校

経験者は 47.8％，特別な支援を必要とする生徒は

15.8％となっている。 
 こうした現状の中で，定時制・通信制高校に在籍す

る生徒の社会性の未熟さや精神的健康に関するリス

クの高さが指摘されている（神原・吉良・尾形，2019；
新開，2018；磯田，2009；紅谷，2001）。例えば，磯

田（2009）は，定時制高校には「自己肯定感の低い

生徒が多い」ことや「対人関係をうまく取れない生徒

が多い」ことを挙げている。また，紅谷（2001）で

は，中学校時代に不登校を経験した生徒の定時制高

校入学時の特徴として，「集団に適応できにくい」「神

経質である」「対人関係技術が未熟である」「感情表現

がうまくできない」といった点を挙げている。これら

の課題は，高校進学後にも学校不適応問題として表

出される。例えば，定時制高校の不登校や中途退学の

割合は，全日制高校に比べて高くなっている（不登校

率は定時制で 16.9％，全日制で 1.3％；中途退学率は

定時制で 6.9％，通信制で 3.8％，全日制で 0.8％）

（文部科学省，2022）。さらに，卒業後の未就職者割

合が 30％以上を占める学校の割合は，定時制高校で

60.7％となっており，全日制高校の 1.7％を大きく上

回っている（労働政策研究・研修機構，2010）。以上

のことを踏まえると，定時制・通信制高校在学中の生

徒の学校適応，および卒業後の社会適応に向けた支

援の必要性がうかがえる。村上・小泉（2019）は，

定時制高校が引きこもりなどのリスクの高い若者た

ちに，効果的で予防的な働きかけを行うことのでき

る最後の機会であると述べており，社会適応に向け

た高校での取り組みの重要性を指摘している。また，

田中（2012）は，定時制高校において，エンカウン

ターやグループセッションを取り入れた対人関係能

力の向上をめざした取り組みの可能性を示唆してい

る。 



 対人関係能力を含めた社会性を育成する心理教育

として，社会性と情動の学習（Social and Emotional 
Learning；以下 SEL とする）がある。SEL とは，

「すべての子どもや大人が，健康なアイデンティテ

ィを発達させること，情動（感情）をコントロールし

て個人や集団の目標を達成すること，他者への思い

やりを持ちそれを表すこと，支持的な関係をつくり

それを維持すること，そして責任と思いやりのある

決定ができるように，知識とスキルと態度を身につ

けて使えるようになる過程」（Collaborative for 
Academic, Social, and Emotional Learning, n.d.a）
であり，多くの心理教育プログラムの総称である。小

泉（2016）によると，日本における SEL プログラム

には，構成的グループエンカウンター1（Structured 
Group Encounter：以下，SGE とする），社会的スキ

ル学習2（Social Skills Training：以下，SST とする），

ストレスマネジメント教育3などの心理学的手法の

名称を冠するもの，アンガーマネジメント4，CAP プ

ログラム5など特定の問題行動等の予防をめざした

もの，ライフスキル教育6や SEL-8S（SEL of 8 
Abilities at School）プログラム7などの全般的な社会

的能力の育成を目的にするものなどが含まれる。そ

のうち，高校生を対象とした実践研究として，SST の

実践（例えば，原田・渡辺，2021，2019，2011；小

栗，2017；本田，2016）や SEL-8C（SEL of 8 
Abilities for Career Development）プログラム8（小

泉・伊藤・山田，2021）などが挙げられ，一定の効

果を示している。一方，定時制・通信制高校に在籍す

る高校生を対象とした実践研究は極めて少なく，近

年少しずつ研究の蓄積がなされている。定時制・通信

制高校での実践は，全日制高校での実践とは異なる

工夫が求められる。それは，田中（2012）が定時制

高校を「全日制高校からドロップアウトした生徒の

受け皿」と表現したように，多様な課題を抱えた生徒

が多く在籍しているからである。 
 そこで本研究では，これまでの定時制・通信制高校

での心理教育プログラムの実践研究について概観し，

定時制・通信制高校での実践を行う上での留意点を

まとめることを目的とする。 
 
                                                   
1 ふれあいと自他発見を通じた行動変容を生み出すことを目的として構成されたグループ体験（國分・國分，2004） 
2 子どもの円滑な対人関係を形成・維持させるために必要な社会的スキルを育成する方法（後藤・佐藤・佐藤，2000） 
3 ストレスに対する自己管理を効果的に行えることを目的とした働きかけ（児玉，1997） 
4 怒りに正しく対処するための知識・技術を習得すること（安藤，2015） 
5 子どもが暴力から自分を守るための教育プログラム（森田，2000） 
6 自分の身体や心，命を守り，健康に生きるためのトレーニング（文部科学省，2010） 
7 日本の教育事情に合わせて開発された 8 つの社会的能力の育成をめざした小・中学生を対象とした SEL プログラム

（小泉，2011） 
8 高校生のキャリア発達のための 8 つの社会的能力の育成をめざした SEL プログラム（小泉・伊藤・山田，2021） 

方 法 

 
 定時制・通信制高校の心理教育プログラムに関す

る実践論文を検索するため，CiNii Articles と J-
STAGE を用いた。検索キーワードは「定時制」また

は「通信制」を入力した。そして，ストレスマネジメ

ント教育や SST，SGE，SEL といった心理教育プロ

グラムに関連する用語やコミュニケーション能力な

どの対人関係に関連する用語を含む論文を検索した。

一連の検索は 2023 年 4 月 20 日から 10 月 3 日にか

けて行った。抽出する論文の基準は，a）通常学級で

の実践である，b）過去 20 年以内（2004 年から 2023
年まで）に公刊されている，の 2 点とした。また，

除外基準として，c）発表論文集や抄録に掲載されて

いる，d）実践の手続き，方法および結果に関する情

報が著しく欠けている，の 2 点を設定した。この方

法に従って論文を抽出した結果，14 件が対象となっ

た。 
 

結 果 

 
 対象となった 14 件の論文を概観すると，主に主張

スキルや声のかけ方，ライフスキルなどを含む対人

関係スキルの育成をめざした実践（7 件），ストレス

対処やリラクセーション，援助要請などのストレス

マネジメントをめざした実践（4 件），自他理解やリ

レーションづくりなどを含む SGE による実践（2 件），

およびその他の実践（1 件）の 4 つに分類できた。以

下，分類ごとに論文の内容を概観する。また，定時制・

通信制高校での実践を行う上での留意点に関連する

項目を表 1 に示す。 
 
(1)対人関係スキルの育成をめざした実践 

 庄・小泉・大坪・江頭・田中・井原（2008）は，通

信制高校の生徒 37 名（実験群 18 名，統制群 19 名）

を対象に SSTの効果検証を行った。実験群に対して，

週に 1 回，全 8 回の SST を実践者らが実施した。実

施の流れは，前回の学習内容の振り返りレポート，自

学用テキストによる学習，行動リハーサル（自学用テ

キストの内容と一致したもの）であった。その結果，



自己のコントロールなどの社会的能力の効果が示さ

れた。今後の課題として，長期的な効果検証の必要性，

自学用テキストの改良などが挙げられた。 
 松林・梅﨑・豊岡（2014）は，定時制高校の 2 年

生 18 名を対象にライフスキル教育を全 3 回実施し

た。授業は大学教員が担当した。授業の内容は，自己

認識，対人関係，効果的コミュニケーション，共感性

についてであった。その結果，社会的スキルや学校生

活に対する満足感，自尊感情の得点に有意差はなか

ったが，それぞれ向上した。特に，社会的スキルと学

校生活に対する満足感が低い生徒において得点の向

上が見られた。今後の課題として，定期的な介入と効

果的なプログラムの構築が挙げられた。 
 小栗（2015）は，定時制課程の高校 1 年生 24 名を

対象に SST を実施した。授業は SC の大学教員が主

な実施者となり，対象校の教員や養護教諭が参加し

たティームティーチング（以下，TT とする）を行っ

た。授業は，主張性スキルをターゲットとして，全 6
回実施した。授業ごとに，気持ちの伝え方，断り方，

謝り方という異なるテーマが設定されていたが，相

手に自分の気持ちを上手に伝えるパターン（①事実，

②気持ち，③提案の順に伝える）を生徒に一貫して提

示することで，知識とスキルの定着を図った。また，

生徒の活動に対する抵抗や負担感を考慮し，一般的

な SSTで取り入れられるリハーサル（ロールプレイ）

は，実施しなかった。代わりに，ワークシートの中で

設定場面のセリフを考える「紙上におけるリハーサ

ル」を行った。その結果，自己評価と他者評価による

主張性スキルが向上した。今後の課題として，実施者

の研修プログラムの必要性が示された。 
 村上・小泉（2019）は，定時制課程の生徒 86 名を

対象に，キャリア発達を促進するための SEL プログ

ラムである SEL-8C（SEL of 8 Abilities for Career 
Development；以下 SEL-8C とする）を実施した。

授業は，総合的な学習の時間に位置づけ全 7 回行わ

れた。授業内容は，メールのマナーや声掛けのスキル

などが含まれている。実施における工夫として，授業

の中で行われるロールプレイに対する抵抗感を考慮

し，スモールステップによる 3 段階の活動段階を設

定した。具体的には，紙面でのロールプレイを行う活

動，授業者からの発問に口頭で回答する活動，級友同

士のロールプレイによる体験活動であった。また，授

業教材については日常生活において具体的かつ現実

的な場面を設定するようにした。さらに，授業の振り

返りとして，授業の数日後に 10 分程度のショートプ

ログラムを各教科の冒頭に実施し，学習内容の強化・

般化を行った。その結果，SEL-8C の参加率が高かっ

た生徒の社会的能力が維持する傾向が示されたが，

十分な効果は得られなかった。今後の課題として，卒

業後よりも学習時にすぐに活用できるスキルを扱う

などさらに現実的な教材の設定，学習したスキルが

日常生活へ般化できるような工夫，学級内の人間関

係の希薄さや個のニーズへの丁寧な対応が挙げられ

た。 
 上野・新開・小林（2019）は，定時制高校の 1～4
年生 81 名を対象に，ライフスキル教育を取り入れた

性教育を 1 回実施した。授業は，指導案を作成した

助産師と養護教諭が主な実施者となり，授業補助と

して看護学生 2 名が参加した。授業は，思春期の心

身の変化，命の大切さと自尊感情といった性に関す

る知識・理解に関する講義に加えて，性に関する意思

決定と問題解決についてグループ活動を行った。そ

の結果，生徒の性知識の向上が示された。 
 宇都宮・井上（2019）は，定時制高校の 1～4 年生

13 名を対象に，SST を実施した。キャリア教育の一

環として総合的な学習の時間に全 9 回行われた。授

業は，キャリア教育担当の教員が行い，授業補助とし

て高校教員 1 名，養護教諭 1 名，大学教員及び大学

院生 5～6 名が参加した。授業で扱うターゲットスキ

ルについては，12 の社会的スキルから生徒のアンケ

ート結果や教員の希望をもとに，高校教員と著者ら

が基礎的なスキルを中心に選択した。具体的な授業

内容には，基本的なかかわりのスキル，仲間関係発展，

共感的スキル，主張行動スキルが含まれていた。その

結果，教員の他者評定において社会的スキルの向上

が見られた。一方，自己評定による効果は示されなか

った。これらの結果から今後の課題として，生徒のニ

ーズに合ったプログラム内容の提供，生徒に対する

他者からの十分なフィードバック，SST の学習内容

と生徒指導との連携が示された。 
 八原・杉原（2019）は，定時制課程の高校生を対

象に，SST を実施した。総合的な学習の時間におい

て設定された「ソーシャルスキルアップコース」で全

12 回の授業が行われた。内容は，①安心できる関係

づくり，②自己理解，③自己の課題解決のための社会

的スキルに関する活動が含まれていた。授業は，2 名

の教諭と 1 名の相談支援員の TT で行われた。指導

にあたっては，教員間で共通理解のもと，個別指導と

全体指導をバランスよく取り入れた。また，全 12 回

の授業後には教員間での振り返りを必ず行い，生徒

の情報共有を図った。その結果，「安心できる場」の

醸成，自己理解に対する前向きな態度の育成，周囲へ

の心配りをする言動が見られた。一方，今後の課題と

して，個々の生徒に必要な社会的スキルの把握と，そ

れにもとづいたターゲットスキルの選定，および授

業内容・授業回数の検討などが挙げられた。 



(2)ストレスマネジメントをめざした実践 

 竹橋・豊沢（2015）は，通信制高校の生徒 10 名を

対象にストレス対処をねらいとする自制心に関する

授業を 1 回行った。授業は高大連携事業の一環で行

われ，大学教員が授業者となった。心理学から明らか

にされた自制心の性質という講義を行った後，各自

のペースでよい姿勢を心掛けるトレーニングを 2 カ

月間行った。その結果，自己統制意図がトレーニング

前後で向上した。 
 濱崎・山本（2016）は，通信制課程の高校 3 校で

計 119 名の高校生を対象に，リラクセーション法を

有機的に組み合わせた統合リラクセーション法を作

成し，介入を行った。授業は体育科の冒頭 10 分間を

利用して，計 3 回実施した。その内容は，瞑想法，

受動的音楽療法，呼吸法，ストレッチ，筋弛緩法を含

んでいた。実施した 3 校のうち，1 校で大学教員，他

の 2 校で校内の授業担当者が授業を実施した。この

結果，学校に適応していると評価された生徒におい

て，身体的ストレス反応の軽減が示された。一方で，

過剰適応などのその他の適応状態の生徒には，効果

が示されなかった。このことから，効果が得られなか

った生徒への指導の工夫が今後の課題として挙げら

れた。 
 新開（2018）は，定時制課程の高校 1 年次生 31 名

（15～17 歳）を対象に，ストレスマネジメント教育

を実施した。心の保健指導に位置づけられた 45 分間

の授業が 1 回行われた。その内容は，ストレスマネ

ジメントに関する基本的な理解と，ストレス対処法

を知るグループワークであった。授業は，校内の SC
と養護教諭を中心に実施し，その他の教諭が参加す

る TT が行われた。その結果，指導前後で生徒のスト

レス度の低減が示された。今後の課題として，ストレ

ス源に向き合えるような指導方法の検討の必要性が

示された。 
 杉山・岸野・小関・石川（2023）は，定時制高校

に通う生徒 197 名を対象に，ストレスマネジメント

教育を実施した。SC が授業者となり，保健体育の授

業枠で，60 分の授業が行われた。その内容は，援助

要請に関する心理教育と問題解決訓練であった。授

業で用いる事例は，事前の生徒への聞き取りから生

徒の日常生活に近い場面を設定した。その結果，被援

助に対する懸念・抵抗感の減少，および抑うつ高群に

おける回避の減少傾向が示された。今後の課題とし

て，長期的な効果検証の必要性が示された。  
 
(3)SGE による実践 

 押江・小黒・稲田（2014）は，定時制高校の 1 年

生 29 名を対象に，SGE を実施した。その内容は，

初期不安を緩和することをねらいとした人間知恵の

輪と，人にものを頼む場面，謝る場面，断る場面など

での対応を考えるシナリオロールプレイが行われた。

授業は著者がファシリテーター，ボランティアと教

員がコ・ファシリテーターとなって行われた。その結

果，風土の促進や課題や問題の共有する機会の提供

ができた。今後の課題として，一人ひとりの心理状態

や疲労度を考慮した授業内容の検討，教員研修の必

要性などが挙げられた。 
 宇都宮（2021）は，定時制高校の生徒 13 名を対象

に，SGE を実施した。授業はキャリア教育の一環と

して，総合的な探究の時間に行われた。全 3 回の内

容は，自己受容，自己理解，他者理解を含んでいた。

授業は，SC である著者が進行し，キャリア教育担当

の高校教員 1 名，授業補助の高校教員 2 名（うち 1
名は養護教諭），大学院生4名が参加した。その結果，

行動評定による社会的スキルの向上，自己理解や肯

定的な面の受容，他者理解，SGE の有効性を感じさ

せる記述などが示された。以上の結果から，集団活動

が苦手な生徒には参加を強制しないこと，生徒の能

力の不足を教員などが積極的に補助することなど定

時制高校の生徒の特徴を踏まえた実施の工夫が必要

であることが示された。今後の課題として，キャリア

発達への影響の検討が挙げられていた。 
 
(4)その他の実践 

 小栗（2014）は，通信制高校の生徒を対象に心理

教育プログラムを実施した。授業は全 3 回行われ，

スクールカウンセラー（以下，SC とする）である著

者が授業実施者となり，適宜，高校教員数名が授業補

助にあたった。各授業内容は，社会的スキル，自己理

解，ストレスマネジメントであった。社会的スキルを

育む授業では，活動の中で自分の意見を伝える際に

は理由を必ず添えるように指示をした。自己理解を

促す授業では，エゴグラムを用いて自己の対人関係

の特徴を理解し，これからの対人関係の在り方を検

討した。ストレスマネジメントに関する授業では，自

分のコーピングスタイルを知るとともに，複数のコ

ーピングをバランスよく活用することの大切さにつ

いて学習した。その結果，本実践が自己理解や友達と

のかかわり方などに役立ったことを示している。一

方，特定のスキルを定着させるためには，複数回の授

業を計画的に行うことの必要性が指摘された。 
 

考 察 

 
 ここまで過去 20 年の定時制・通信制高校での心理

教育プログラムの実践研究について概観した。ここ



から，定時制・通信制高校での実践を行う上での留意

点をポイントごとに示す。 
 
(1)生徒の初期不安の緩和 

 心理教育プログラムを実施する際には，話し合い

やロールプレイなどの場面で，ペア活動やグループ

活動が行われる。しかし，自己肯定感の低さや対人関

係の経験不足が指摘されている定時制・通信制高校

の生徒にとっては，大きな心理的な負担がかかるこ

とが予想される。そのため，生徒の初期不安の緩和を

図る工夫が必ず求められる。押江ら（2014）や八原・

杉原（2019）では，生徒同士で話し合ったり課題に

みんなで取り組めたりできるような働きかけとして，

SGE の実施が有効であったことを示唆している。押

江ら（2014）ではさらに，普段の人間関係に配慮し

たグループ編成にすること，グループ活動に乗り気

になれないメンバーに無理強いをせず，グループの

そばで教員やグループのメンバーとともに過ごすこ

となどきめ細かな配慮を施している他，初期段階で

は集団活動が少なく一人で取り組める活動にするこ

とを提案している。心理教育プログラムを実施する

初期段階では，生徒の活動に対する不安を可能な限

りに緩和することが求められる。 
 
(2)生徒一人ひとりの教育的ニーズへの対応 

 定時制・通信制高校には，様々な行動や性格上の特

性を有する生徒が在籍していることから，生徒一人

ひとりの教育的ニーズに応じた丁寧な指導が求めら

れる。そのため，学級集団に対する心理教育プログラ

ムを実施する場合には，複数名の教員が授業補助を

行う TT での実施が欠かせない。本研究で取り上げ

た実践研究においても，TT での実践が多く報告され

ていた。 
 また，小栗（2015）では，リハーサル（ロールプ

レイ）に対する生徒の抵抗感を考慮し，主張性スキル

をねらいとした SST のリハーサル段階で「紙上にお

けるリハーサル」を行い，自己評定による主張性スキ

ル向上の効果を示している。また，村上・小泉（2019）
では，ロールプレイ段階において 3 つの活動段階を

設定していた。具体的には，ワークシートに返答を考

える紙面によるロールプレイの段階，授業者からの

発問に対して口頭で回答する段階，級友同士でロー

ルプレイを体験する段階であった。通常のロールプ

レイでは級友同士の対面での体験が望ましい。しか

し，活動に不安や抵抗がある生徒に対しては，無理に

体験させてはならない。そのため，活動に対する抵抗

感が少ない活動を設定する他，生徒一人ひとりが選

択できる活動をスモールステップで設定することも

有効であると考える。 
 一方，八原・杉原（2019）は，授業時間内だけで

の指導の限界を指摘している。それは，様々な生徒の

要因によって，全体指導では集中できない生徒や学

習意欲が湧かない生徒がいるからである。そのよう

な生徒がいる場合には，授業内外での個別指導の機

会を活用して，社会性の育成を図りたい。 
 
(3)実施教科と実施回数 

 社会的スキルの育成をめざした実践と SGE の実

践における実施教科は，記載のあった 4 件全てが「総

合的な学習（探究）の時間」であり，キャリア教育の

一環として位置づけられていた。総合的な探究の時

間では，「自己の在り方生き方に照らし，自己のキャ

リア形成の方向性と関連付けながら，自ら課題を発

見し解決していくための資質・能力を育成すること」

（文部科学省，2019a）がめざされている。このこと

から，社会的スキルの育成をめざした実践と自己理

解を深める SGE は，総合的な学習（探究）の時間と

の親和性が高いことが分かる。 
 一方，ストレスマネジメントをめざした実践は，4
件のうち実施教科の記載のあった 3 件全てで，保健

体育科と関連づけた実践が行われていた。高等学校

学習指導要領解説保健体育編（文部科学省，2019b）
では，「保健」の「現代社会と健康」の中で，精神疾

病の予防と回復には，「早期に心身の不調に気付くこ

と，心身に起こった反応については体ほぐしの運動

などのリラクセーションの方法でストレスを緩和す

ることなどが重要であることを理解できるようにす

る」ことが示されており，ストレスマネジメントをね

らいとした心理教育プログラムと保健体育科との適

合性が確認できる。 
 高校での実践は，特別活動のホームルーム活動の

中で実施されることもあるが，定時制・通信制高校で

は，ホームルーム活動での実施が難しい。それは，定

時制・通信制高校の特別活動の授業時数が，「特別の

事情がある場合には，（ホームルーム活動の授業時数

の一部を減じ，又は）ホームルーム活動及び生徒会活

動の内容の一部を行わないものとすることができ

る。」（括弧は，定時制高校のみ記載のある部分である）

と定められているからである（文部科学省，2019c）。
予想される特別な事情は，アルバイトや仕事によっ

て，ある時間帯に一定数の人数が集まる保証ができ

ない場合とされている（伊藤，2018）。そのため，通

常の時間割が平均 4 時限である定時制高校では，特

別活動の授業時数が少なくなることが予想される。 
 次に，実施回数である。社会的スキルの育成をめざ

した実践での授業実施回数は，3 回から 12 回であり，



平均で 7 回前後となった。また，ストレスマネジメ

ントをめざした実践の実施回数は，1～3 回であった。

小泉・山田・箱田・小松（2013）によると，心理教

育プログラムは 7 回以上の実施で一定の効果を得る

ことができるとされている。本研究で調査対象とな

った社会的スキルの育成をめざした実践においては，

小泉ら（2013）の指摘に沿うような回数であった。 
 実施回数の確保は，全日制高校においても課題と

して挙げられている。その中で，1 日平均 4 時限程度

の時間割編成となっている定時制・通信制高校での

実施回数の確保は，さらに困難と言えよう。そのため，

濱崎・山本（2016）や村上・小泉（2019）が指摘す

るように，他教科との関連づけなど教育課程に位置

づけた実施が望まれる。実施可能な教科については，

先述した総合的な学習（探究）の時間，保健体育科以

外では，国語科での実践が考えられる。例えば，国語

科の「話すこと・聞くこと」の内容では，アサーショ

ンなどの意思伝達，傾聴などの聞くスキルをテーマ

としたスキルトレーニングも設定できるであろう。

今後，定時制・通信制高校においても，教育課程に位

置づけた実践が期待される。 
 
(4)授業実施者 

 授業実施者は，13 件中 10 件で大学教員や SC と

いった専門家が，その他の 3 件は高校教員が担当し

た。専門家による実践は，専門的な知識や技能の習得

という面でのメリットは大きい。しかし，石本・山根・

松本（2018）が指摘するように，学校外の関係者に

よる実践は一時的な支援にとどまりやすいことが考

えられる。一方，授業実施者が教員の場合は，生徒の

ニーズに合わせた支援をプログラム内外で実施する

ことができる。そのため，授業実施者に教員が含まれ

ている場合の方が，生徒の学習した内容の般化が期

待できる（小栗，2015）。 
 次に授業補助者を加えた TT による実践の有効性

は，先述したとおりである。このことを踏まえると，

少なくとも 1 名は高校教員が授業に参加し，学級や

生徒のニーズに応じた支援を行うことが望まれる。

そして，授業での学習内容や生徒の様子を把握した

うえで，授業後に生徒が学習した内容を学校生活の

中で活用できるように促すことで学習したスキルの

般化が期待される。こうした効果を期待する上では，

教員に対して心理教育プログラムの理解を深める教

員研修が必要となると同時に，授業に参加する教員

間での綿密な打ち合わせによる実施目的や内容の共

通理解を図ることが重要である（押江ら，2019）。 
 
(5)ねらいとするスキルとその選定方法 

 心理教育プログラムを効果的な実践とするために

は，ねらいとするスキル（ターゲットスキル）の選定

が重要である。多様な背景を有する生徒が多く在籍

する定時制・通信制高校においては，十分な検討が求

められるであろう。八原・杉原（2019）は，生徒一

人ひとりのニーズをアセスメントし，ターゲットス

キルを選定することの必要性を指摘している。本研

究で取り上げた実践のターゲットスキルの選定方法

を概観すると，記載のあった実践では，高校教員を含

む実施者間で協議して決定する場合が多かった。生

徒の実態を最も把握できている高校教員を含めた協

議は実効的な手続きであろう。また，ターゲットスキ

ルの選定に生徒へのアンケートを活用することで，

生徒の意見を反映させた宇都宮・井上（2019）の実

践があった。高校段階の生徒においては，ある程度の

自己理解がなされていると考える。その中で，生徒自

らが考えているニーズをテーマとした心理教育プロ

グラムを実施することは，活動への学習意欲の高ま

りにもつながり，さらなる効果が期待できる。こうし

た教員や生徒の意識に加えて，家庭や地域社会が考

える生徒のニーズを踏まえたターゲットスキルの選

定も考えられる。 
 一方，小栗（2014）では，ターゲットスキルの理

解を確実に行うためには，数回に渡ってターゲット

スキルを計画的に指導することの必要性を指摘して

いる。そして，続く小栗（2015）では，主張性スキ

ルをねらいとした全 6 回の授業を行った。その際，

相手に自分の気持ちを上手に伝えるパターンを全て

の授業で繰り返し学習することで，主張性スキルの

向上を図った。このように，一つあるいは少ないスキ

ルにねらいを焦点化した実践は，生徒のターゲット

スキルの般化にも有効な手立てであろう。 
 
(6)生徒の自己評価を高める工夫 

 宇都宮・井上（2019）では，教員評定による SST
の実施効果が示されたのにもかかわらず，生徒の自

己評定による実施効果が示されなかったことから，

生徒へのフィードバックの重要性を示している。定

時制・通信制高校は，自己肯定感が低い生徒が多いと

されている。生徒の自己肯定感が低い場合，たとえ教

員から見て生徒の肯定的な変化があったとしても，

生徒はその変化に自ら気づき，自己評価を高めるこ

とは難しい。そのため，他者から十分なフィードバッ

クを行うなど自己評価を高める働きかけが重要とな

る。 
 また，小栗（2015）では，学習したスキルの向上

を自覚し，スキルの般化を促すことをねらいとして，

SST の最終回に，第 1 回と同じ課題に対する回答を



求め，第 1 回の生徒自身の回答と比較するワークを

行った。これにより，多くの生徒が自身の回答の変化

を実感していた。このような働きかけも，生徒の自己

評価を高める有効な手立てになると考える。 
 

おわりに 

 
 以上のことから，定時制・通信制高校での心理教育

プログラムの実践においては，生徒一人ひとりの実

態をアセスメントし，学級集団での全体指導ときめ

細かい個別指導の両立による実施が望まれることが

示された。また，実践を行うにあたっては，十分な授

業時間を確保し，学習したスキルの般化に向けた工

夫が必要となる。さらに，村上・小泉（2019）や庄

ら（2008）は，長期的な効果検証の必要性を述べて

いる。本研究で取り上げた実践研究は単年計画によ

る実践であった。定時制・通信制高校での社会的スキ

ルの育成をねらいとした実践の多くが，キャリア教

育の一環として行われていたように，長期的な目標

は生徒の社会的自立である。これらを踏まえると，生

徒の社会的自立に向けて，高校入学から卒業までの

教育課程に位置づけた計画的な実施とその効果検証

が期待される。定時制・通信制高校に不登校経験者や

高校の中途退学者が多く在籍するようになった今，

定時制・通信制高校で社会性を育成する必要性はま

すます高まっていく。実際に，定時制・通信制高校に

通う高校生を対象に，SST やアンガーマネジメント

などで構成される心のスキル向上のためのプログラ

ム（MIRaES プログラム）の開発・実践の報告（吉

良，2018：神原，2018）のように，定時制や通信制

高校での実践事例が報告されるようになってきてい

る。今後さらに，定時制・通信制高校で心理教育プロ

グラムの知見が蓄積されることを期待したい。 
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表 1 定時制・通信制高校における心理教育プログラムの概要 

 

区分 著者 課程 実施回数 実施授業時間 実施者 授業補助者 心理教育［ねらいとするスキル］ ねらいとするスキルの選定方法 備考

庄ら
（2008） 通信制

8回
（90分）

― 著者ら ― SST ― ・高校生が興味を持つ教材作成（携帯電話，パソ
コンなど）

松林ら
（2014） 定時制 3回 ― 大学教員（著者） ―

ライフスキル教育［自己認識，対人
関係・効果的コミュニケーション，
共感性］

― ―

小栗
（2015） 定時制 6回 ― SC(著者） 高校教員，養護教諭

SST［主張性スキル：メール場面を

含む］
高校の教頭や主幹教諭にニーズ調査を行い
決定

・高校で生じやすい人間関係のトラブルをテーマ
に扱う
・「上手な伝え方のパターン」を全授業で継続的
に提示
・紙上におけるリハーサルの実施
・肯定的なフィードバックの実施
・最終回に第1回と同じワークを行い，自身のス

キル向上の自覚を図る

村上・小泉
（2019） 定時制 7回 総合的な学習の時間

総合的な学習の時間
担当の教員

― SEL-8C［伝えるスキル，メールの書

き方，声のかけ方など］
―

・日常生活とアルバイト先での具体的な場面を用
いた教材作成
・ロールプレイのスモールステップ化（紙面での
ロールプレイ，口頭での回答，友人との疑似体
験）
・授業後3～5日間の振り返りショートプログラム

を実施（教科の時間に教科担任教師が10分実施）

・共通理解を図るための職員研修の実施

上野ら
（2019） 定時制

1回
（60分）

（性教育） 助産師，養護教諭 看護学生2名 ライフスキル教育［意思決定，問題
解決］

― ―

宇都宮・井上
（2019） 定時制

9回
（40分）

総合的な学習の時間
（キャリア教育）

キャリア教育担当教員
高校教員，養護教諭，
大学教員（著者），

大学院生数名

SST［基本的なかかわりスキル，仲

間関係発展・共感的スキル，主張行
動スキル］

生徒へのアンケート結果と教師の希望を考
慮し，授業実施者と大学教員が協議し決定

・リハーサル段階での授業補助者による個別指導
および肯定的なフィードバックの実施
・学習したスキルを1週間日常生活で実施する

ホームワークの実施

八原・杉原
（2019） 定時制 12回 総合的な学習の時間

（キャリア教育）

高校教員，または相談支
援員（大学教員：

著者）

相談支援員（大学教員：
著者），または高校教員

SST［安心できる関係作り，自分を

知る，自分の課題を解決する］
実施者で協議し決定 ―

竹橋・豊沢
（2015） 通信制

1回
（45分）

（高大連携） 大学教員（著者） ― ［自制心］ ― ・授業後から2カ月間，各自のペースで自己統制

トレーニングを実施

濱崎・山本
（2016） 通信制

3回
（10分）

保健体育科（体育）
大学教員（著者），また

は校内授業担当者
― 統合リラクセーション法 ― ―

新開
（2018） 定時制

1回
（45分）

保健体育科（保健）
「心の保健指導」

養護教諭・SC 高校教員
ストレスマネジメント教育［ストレ
スの基本的理解，ストレス対処法］

SCと養護教諭が検討し決定 ―

杉山ら
（2023） 定時制

1回
（60分）

保健体育科 SC ― ストレスマネジメント教育［援助要
請，問題解決］

― ・担任教員に調査し生徒の日常生活に近い例を扱
う

押江ら
（2014） 定時制 1回 （高大連携） 臨床心理士（著者）

ボランティア，
高校教員

SGE［人間知恵の輪，シナリオロー

ルプレイ］
臨床心理士（著者）とボランティアが授業
観察し，高校教員と協議し決定

・普段の人間関係に配慮したグループ編成

宇都宮
（2021） 定時制

3回
（40分）

総合的な探求の時間
（キャリア教育）

SC（著者），

キャリア教育担当教員
高校教員，養護教諭，

大学院生数名
SGE［自己理解，他者理解］ ― ―

そ
の
他

小栗
（2014） 定時制

3回
（45分）

― SC(著者） 高校教員
［社会的スキル，自己理解，ストレ
スマネジメント］

高校教員と検討し決定 ―
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